
英語科　第３学年　　本時の指導計画例
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	Unit1 Sports for Everyone
	ＡＬＴの家族にぴったりのおもてなしプランを作るため，ＡＬＴの家
族の経験などについて尋ねるアンケートを作成することができる。

	　（　５　/　１１　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	○ＡＬＴの家族からの伝言メッセージを聞く。

○伝言メッセージの概要をペアで確認する。
	・訪問日時や滞在期間について確認させる。その際に，「何度目の訪問か」や「好きな食べ物」など，アンケートの質問項目を想起させるようなやり取りを行う。
	
	　

	展
開
	○マッピングを利用し, おもてなしプランのアイディアについて整理する。
○マッピングについて,ペアで互いに説明したり質問したりする。

○グループごとにＡＬＴに向けたアンケートを作成す
る。

	・おもてなしプランが思い浮かばない生徒には，インターネット検索をさせる。
・プランを提案する際に参考になる表現方法について，中間指導の時間を設けて，全体で共有しながら活動を進める。
[bookmark: _GoBack]・机間指導をし，Have you ever…?の質問に限らず，目的や場面，状況に応じた適切な質問になっているか助言し確認させる。
	

	②インターネット検索を活用させる。
②おもてなしプランを作るために情報を集めさせたり，ＡＬＴに向けたアンケートをFormsの機能を用いて作成させたりする。


	ま
と
め
	○各グループが作成したアンケートを全体で共有する。


○マッピングに情報やアイディアを追記し，おもてなしプランの見通しを持つ。
	・追加の質問があれば，アンケートに追加させ
る。

・ＡＬＴに後日アンケートに答えてもらうこと
を伝え，おもてなしプランについてメールで
提案する単元目標を再度確認し，見通しを持たせる。
	【態】ＡＬＴの家族の経験などについて尋ねるアンケートを作成しようとしている。［観察］
（指導に生かす評価）
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

